












（単位：千円）

予算年 2000年（平成12年） 2001年（平成13年） 2002年（平成14年） 2003年（平成15年） 2004年（平成16年） 計

現地業務費 5,823 8,802 5,913 5,167 4,952 30,657

　（一般現地業務費） 5,823 7,739 4,843 4,161 4,092 26,658

　（C/P燃料負担分） 0 1,063 1,070 1,006 860 3,999

現地適用化活動費 3,216 9,224 8,087 11,147 4,804 36,478

　（啓蒙普及） 3,216 6,396 2,531 7,583 2,715 22,441

　（草の根支援） 0 1,884 1,947 2,095 1,688 7,614

　（回転資金） 0 944 2,521 1,006 0 4,471

　（セミナー） 0 0 1,088 463 401 1,952

施設等整備費 1,921 38,264 0 1,974 557 42,716

  （品種選抜） 0 5,677 0 1,974 557 8,208

　（種子生産） 0 13,324 0 0 0 13,324

　（普及） 0 19,263 0 0 0 19,263

　（安全対策） 1,921 0 0 0 0 1,921

小　　計 10,960 56,290 14,000 18,288 10,313 109,851

供与機材本邦調達 8,534 4,355 3,500 6,919 0 23,308

供与機材現地調達 19,212 45,625 0 1,056 0 65,893

携行機材 5,318 1,303 1,180 1,647 0 9,448

小　　計 33,064 51,283 4,680 9,622 0 98,649

合　　計 44,024 107,573 18,680 27,910 10,313 208,500

　

予算年は4月より翌年3月まで。2000年は8月よりプロジェクト開始。

2004年度より現地業務費と適用化活動費などは現地活動に一括されたが、この表では申請ベースで区分けした。

2003年度と2004年度はあらたに集計した。

日本円の換算レートは1US$=120円にした。

(5) ボリビア側協入実績
   ボリビア国側予算 (単位:米ドル)

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
（8～12月） （1～12月） （1～12月） （1～12月） （1～10月）

人  件  費 105,442 174,997 167,948 277,850 166,454 892,691

運  営  費 9,501 44,063 72,181 89,631 38,118 253,494

施  設  費 0 16,793 0 0 0 16,793

合    計 114,943 235,853 240,129 367,481 204,572 1,162,978

＊Ｈ15年度啓蒙普及費には追加業務費含む(中間成果発表セミナー　657千円＋ラパス県熱帯湿潤地区調査 286千円 +印刷物刊行 2,976千円 +サンフリアン稲作調査2件 720千円

■追加啓蒙普及下半期追加分　363千円）

(4) 日本側ローカルコスト負担実績

経  　費 合　　計





項目 活動内容 達成目標 進捗状況と実績 達成度 活動遅延理由 今後の計画
2.小規模農家向け稲種
■子増殖技術が開発・
■改善される。

サーベドラ本場での種子生産技術及び
ヤパカニ採種農家の保証種子生産技術
が改善される。

二期作技術・移植栽培技術および新規の
収穫後処理機械用技術の確立が成された。

3

予定に沿って進められ
ておりプロジェクト期
間内に完了予定。

小規模農家用種子生産技術の
普及

2-1 水田を利用した原原種及
■■び原種生産技術の開発と
■■改善

CIATにおける原種と保証種子の二期作

及び30tの生産が可能になる。

二期作技術および機械移植技術の確立がな
された。その結果28t（2001）、

35t（2002）、41t (2003)、40t（2004）が

CIAT独自の生産物として記録された。

4

2-1-1 種子生産計画の立案 種子生産計画 種子生産計画改善のために、毎年5月と9月
に3部門の合同会議を開催。 4

2-1-2 原原種の受け入れ 400kg/作期 種子受入量は、380kg（2001）、400kg
（2002）、480kg（2003）、480kg（2004）
であった。

4

2-1-3 準備と移植 9.5ha 9.2 ha（2001）、11.8 ha（2002）、12.8 ha
（2003）、14.8 ha（2004）の水田に移植さ
れた。

4

2-1-4 栽培管理 栽培管理報告書 栽培管理レポートは毎月提出されている。
4

2-1-5 収穫 4t/ha 収量は、4.1t（2001）、4.0t（2002）、

4.1t（2003）、4.0t（2004）である。

4

品種により平均収量に
はばらつきがある。焼
畑品種の面積が多いと
きは収量が下がる。

2-2 陸稲畑における稲種子生
■■産技術の改善

種子生産農家向けの技術マニュアルが
作成される。

マニュアル（テキスト）の初版を出版し
た。また、収穫適期試験の報告書は出版さ
れた。貯蔵法試験の報告書は作成中。 3

計画通りに実施中であ
り、プロジェクト終了
時には完了予定。

貯蔵法試験の報告書は1月に
提出予定。

2-2-1 稲種子栽培法の試験 播種密度、施肥方法、収穫適期 播種密度試験と施肥試験は普及部によって
実施された。陸稲条件での種子生産のため
の収穫適期試験を実施中（ヤパカニ）。
播種技術の改善として、播種機の性能試験
を実施中（ヤパカニ）。

3

計画通りに実施中であ
り、プロジェクト終了
時には完了予定。

実験結果は種子生産農家の研
修に活用する。播種機試験は
2004年12月に終了し、間もな
く報告される予定。

2-2-2 研修コースのための
■■■テキスト作成

種子選別、播種、雑草・施肥・病虫害
管理、収穫及び収穫後処理

種子生産者のための技術マニュアルは出版
済み。現在、種子生産者向け収穫および収
穫後処理技術のテキストを準備中。 3

計画通りに実施中であ
り、プロジェクト終了
時には完了予定。

テキストは1月に作成し、4月
に出版予定。



項目 活動内容 達成目標 進捗状況と実績 達成度 活動遅延理由 今後の計画
2-3 優良稲種子生産のための
■■調製技術の改善

年間60tの籾を調製し、調製種子の発芽

率を80％以上とする。

新規導入された調整機器および諸施設の適
正仕様書が作成された（サーベドラ）。
手動式脱穀機「千歯扱き」が試作され、能
力テストが開始予定（サーベドラ・ヤパカ
ニ）。

3

計画通りに実施中であ
り、プロジェクト終了
時には完了予定。

小規模農家のためには機械の
コストダウンが必要。脱穀機
はヤパカニのフィールドデイ
で展示予定。

2-3-1 種子生産用籾の受入 年間60t 38t（2001年）、110t（2002年）、65t（2003年）、

52 t（2004年）

3

混種の問題を回避する
ために、2004年より種
子生産農家からの搬入
を避けている。延べ取
扱い品目は2001年に

7種、2002年に21種、

2003年と2004年は50種
と増加している。

収量4t/h、栽培面積16haに
より60t/yearを実現する。

2-3-2 種子生産用籾の乾燥 水分含有率13％ 13％の水分に調整する技術は確立された。
4

2-3-3 調製 発芽率80％以上。他作物、赤米、雑草

種子の混入0、他品種の混入0.05粒以下

／kg

調整種子は常に発芽率90％以上を示し、そ
の他の項目についても基準に達している。

4

2-3-4 梱包及び保存 年間1,150袋（40kg袋） 716袋（2001年）、2,191袋（2002年）、

1,224袋（2003年）、988袋（2004年）が
納入された。 3

採種農家からの種子に
は混種の危険性が危惧
されるめ、受入量が減
少した。

2004/05年度の種子量は栽培
面積の拡大にともなって増加
予定。目的は達成されるであ
ろう。

2-3-5 保証種子に関する報告 報告書 15日毎にレポートは作成されている。
4

2-4 ヤパカニ種子センター
■■職員への技術指導

ヤパカニ種子センター責任者への技術
研修

ヤパカニ種子センター責任者への技術研修
は終了した。サーベドラとヤパカニ種子セ
ンターのオペレーターとの技術交流を実施
した。

3

種子乾燥技術の改善が
必要である。

種子乾燥機をさらに積極利用
し、発芽率を維持する。

2-4-1 技術研修と研修資料 種子調整作業のフローチャートと作業
機の機能および操作についてのガイド
を作成する。

プレゼンテーションのための資料作成中。

3

低発芽率、赤米・雑草
種子・その他の穀物種
子の混入が観察され
た。

一月中に資料を作成し、研修
に活用する。



項目 活動内容 達成目標 進捗状況と実績 達成度 活動遅延理由 今後の計画
3.パイロット地域にお 3-1 稲種子生産農家に育成可 　 　 　 　　
　いて種子生産農家に 　　能な農家を対象とする 　 　 　 　 　　
　より普及用の優良稲 　　研修の実施 　 　 　 　　
　種子（保証稲種子） 　 　 　　
　が生産される。 3-1-1 技術者を対象とする CIAT普及部、NGO等普及員が稲種子生 約15人の技術者に対して毎年数回JICA及び 2004年途中でFederación2005年4月まで種子生産者の

　　　種子生産のための研修 産・栽培の指導者として必要な能力を CIATの稲専門の技術者が研修会で指導し と町役場の担当普及員 圃場やCIATヤパカニの教室

　　　会を開催する。 習得する。 た。 が替わった。 で技術者を指導する。
　 更に10名以上のCIAT普及部・NGO等の普及

　 員が日本で研修を受けた。

3-1-2 種子生産農家に育成可 30の農家がDISAPAの研修を通じて種子 2003～04年作期は43名の種子生産農家が 　 　
　 　　　能な農家を対象に研修 生産農家として育成される。 147tの保証種子を生産した。 　 　

　　　会を開く。 　 　
　 　 　 　

3-1-3 NGO等の組織を通じて 30tの保証種子を生産・販売する。 DISAPAと協力する8組織が26万Bsの回転資

　　　種子の生産・販売シス 金を種子生産者に貸与して、
　　　テムを構築する。 2001-02年作期に32t、

2002-03年作期に60t、
2003-04年作期に147t
の保証種子を生産・販売した。

3-2 ヤパカニ種子センターの
　　運営･管理を支援する。

3-2-1 種子センターの規定や 種子センターの組織の強化と操業のた 2004年1月に理事会を組織し規約を制定し 2004年に操業を開始し 運営のための法人化と組織の
　　　組織の整備・強化を支 めの規定等の整備を支援する。 た。現在、法人化を準備中である。 たばかりであり、時間 強化を支援する。
　　　援する。 不足である。
3-2-2 種子センターの運営や 種子センターの運営のための活動と稲 種子センターは2003-04年作期に50の種子生 運営資金不足 経営費用の分析を支援する。
　　　稲種子の処理を支援す 種子の処理を支援する。 産農家が搬入した183tの種子を処理した。

　　　る。
　

3

4

4

3

2



項目 活動内容 達成目標 進捗状況と実績 達成度 活動遅延理由 今後の計画
4.パイロット地域に 4-1 奨励稲品種と適正栽培 　 　 　
　おいて優良稲種子が 　　技術を展示、普及する。 　 　 　 　
　適正稲作技術ととも 　 　
　に普及する。 4-1-1 奨励品種と適正栽培技 パイロット地域の50の稲作生産集落に 58集落に71展示圃を設置した。

　　　術を普及するために農 展示圃場が設置される。 毎年CIATヤパカニの圃場に種々の試験・

　　　家展示圃を設置する。 展示圃を設置した。
　 　

4-1-2 CIATやNGO等の技術者 パイロット地域の40％の小規模稲作農 約2,000人（70％）の稲作小農がDISAPAの

　　　稲作小農に技術指導を 家が技術指導を受ける。 事業に参加した。
　　　する。 農家展示圃場での9回の巡回指導会、集落

　 での78回の指導会、CIATヤパカニ展示圃で
の4度の展示会、14回の種子生産研修会等

　 　 　

4-1-3 品種と栽培についての 稲作栽培農家向け適正栽培マニュアル 技術者と小農向けの2冊が作成済みである。 　 　
　　　教材を作成する。 がCIAT普及部によって作成される。 　 　

　 　 　
4-1-4 奨励品種と適正技術を テレビやラジオ、テキストやパンフレ テレビで10回、ラジオで11回の放送を流し 　
　　　マスメディアと印刷物 ットを利用して広報活動をする。 た。7つのパンフレット、4つの農業暦、 　 　
　　　を利用して普及する。 2つのフォルダー、2冊の栽培マニュアル、 　 　

　 8品種についての小雑誌を作成・配布し 　　 　

　 た。 　 　

4-1-5 種子生産者に経済的 NGO等団体が回転資金を運用し、優良 DISAPAへ協力する8つの団体が26万Bsの
　 　　　支援をする。 種子を配布する。 回転資金を運用して種子生産者にクレジッ
　 　 トを実施している。

　
4-2 農協やNGO等の普及員を

　　対象とする研修を実施す
　　る。
4-2-1 農協やNGO等の普及員 年に10回の研修会を実施する。 2004年11月までに48回の定例会、22回の 2004年途中でFederación2005年4月まで種子生産者の

　　　を指導する。 研修会、18回の現場指導会を実施した。 と町役場の担当普及員 圃場やCIATヤパカニの教室
7名が約1カ月間の日本での普及員研修に が替わった。 で技術者を指導する。
参加した。

4

4

3

4

4

4



活動実績資料の作成状況 

 

印刷物（報告書、マニュアル、計画書、実績書）のリスト 

 

１．技術マニュアル 

・稲種子農家向け栽培マニュアル（絵入り） スペイン語（2002 年）  

・稲収量分析方法・技術者用マニュアル   スペイン語  

・奨励稲品種紹介冊子           スペイン語（2003 年 6 月）  

・焼畑における稲栽培マニュアル      スペイン語（2002 年）  

・稲マニュアル 2002             スペイン語  

・小規模農家のための稲栽培マニュアル   スペイン語（2003 年 6 月）  

 

２．スペイン語報告書等 

・「中間のまとめ」セミナー資料            スペイン語（2003 年 7 月）  

・メモリア 2000－2003                   スペイン語  

・稲生産に適した灌漑方法に関する調査    スペイン語  

・サンフリアン地区稲作調査報告書       スペイン語  

 

３．専門家報告書 

・「中間のまとめ」セミナー資料                   （2003 年 7 月）  

・ヤパカニ市稲作農家調査報告書 第 1 回調査 2001 年、第 2 回調査 2003 年  

・ベースラインサーベイ 2002 年       スペイン語  

・稲種子生産作業記録（2000 年－2001 年）  

・ヤパカニ市稲作農家調査報告書 第 3 回調査 2004 年  

・専門家業務完了報告書  

青山   豪   （2000 年 8 月 1 日～2003 年 7 月 31 日）  

     関口 伸治   （2000 年 8 月 1 日～2003 年 7 月 31 日）  

     田中 豊三   （2000 年 8 月 1 日～2003 年 7 月 31 日）  

     竹内   定義   （2000 年 8 月 1 日～2003 年 7 月 31 日）  

     金   忠男   （2000 年 8 月 1 日～2002 年 7 月 31 日）  

池野 雅文 短期専門家 農民組織  

（2002 年 10 月 17 日～2002 年 12 月 3 日）  

堀野   修 短期専門家 いもち病検定に係わる技術指導         

（2003 年 3 月 12 日～2003 年 5 月 24）  

青木 照久 短期専門家 収穫後処理  

（2003 年 4 月 6 日～2003 年 5 月 31 日）  

池野 雅文 種子生産者組合形成  

（2003 年 10 月 2 日～11 月 18 日）  

青木 照久 短期専門家 収穫後処理  

（2004 年 2 月 8 日～2004 年 5 月 8 日）  



４．調査団報告書  

・ボリビア共和国小規模農家向け優良稲種子普及システム改善計画（仮称）  

事前調査団報告書 短期調査員報告書   平成 12 年 1 月  

・ボリビア小規模農家向け優良稲種子普及計画  

実施協議調査団報告書 平成 12 年 6 月  

・ボリビア小規模農家向け優良稲種子普及計画  

運営指導（計画打合せ）調査団報告書  

・ボリビア小規模農家向け優良稲種子普及計画  

     運営指導（中間評価）報告書   平成 15 年 2 月  

 

５．次年度計画書（スペイン語）  

・POA（Plan Anual Operativo）2005 

・POA  2004 

・POA  2003 

・POA  2002 

・POA  2001 

 

年度実績（スペイン語）  

・Informe Anual Gestión 2003 Proyecto DISAPA 

・Informe Anual Gestión 2002 Proyecto DISAPA 

・Informe Anual Gestión 2001 Proyecto DISAPA 





(2) 各 NGO 団体職員数（技術者、経理、その他）  
 

AGAYAP：ヤパカニ普及協会  

秘書 1 名、技術者 4 名、会計 1 名 合計 7 名  
 

APROSEY：ヤパカニ種子生産者協会  

生産者会員（会長含む） 計 14 名  
 

CEPAC：農民農牧振興センター  

事務局長 1 名、マネージャー1 名、大学卒（学士または技師）7 名  

中級技師 1 名、熟練労働者 3 名、支援要員 3 名 計 18 名  
 

CEPY：ヤパカニ民衆教育センター  

公衆衛生担当（会長兼任）1 名、農業担当 1 名、牧畜担当 1 名  

婦人問題担当 1 名、活動支援担当 1 名 計 5 名  

 

FEDERACION：イチロー郡ヤパカニ町農牧業生産者・開拓者組合連合会  

技術関係（婦人部、青年部など）14 名、会計 1 名 計 15 名  

 

FENCA：全国稲作協同組合連合会  

経理管理 5 名、普及員 2 名、精米所 7 名  計 14 名  

 

HAMY：ヤパカニ市役所  

農業部長 1 名、農業普及員 1 名、市役所職員 58 名 計 60 名  

 

ORS：サンタクルス種子事務所  

技術職 12 名、種子検査登録など 10 名、  

管理部（経理含む）8 名 計 30 名  

 

PDA：サンタクルス地域開発計画  

事務局長 1 名、会計 1 名、技術職 8 名 計 10 名  

コンサルタント（臨時）4 名  

 

 

＊2005 年 1 月と 2 月に聞き取り調査（大杉）  

 

 

 



(3) 実施機関関係図及び実施機関組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模 
稲作農家 

小規模 
稲作農家 

  CIAT 
プロジェクト長：CIAT 所長 

農業•牧畜•農村開発省 

合同会議 
議長：サンタクルス県知事 
 

CIAT：ヤパカニ普及所 

運営委員会 
議長：CIAT 所長 サアベドラ試験場  

（研究、生産） 

CETABOL 

小規模 
稲作農家  

小規模 
稲作農家 

小規模 
稲作農家 

種子生産者 種子生産者

種子生産者

小規模 
稲作農家 

本部  

副 

サンタクルス県 
プロジェクト理事長：サンタクルス県知事 

普及員 普及員 普及員 
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